在宅等支援班

[bookmark: _GoBack]【主な活動内容】　地域の被災者へのサポート


	活動の展開



□　避難所以外の場所に避難している地域の被災者が、避難所から食料・物資や生活支援サービスを受ける際のサポートを行う。

□　班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。

□　地域の被災者の把握
・　避難所以外の場所で避難生活を送っているものの、ライフラインの途絶やサービスの停止によって生活が困難となり、物資や食料、情報、人的支援を必要とする人を名簿で把握する。
	【避難所以外の避難場所の例】
ア　在宅、イ　指定外避難所、ウ　自家用車、エ　テントなど


※　原則、地域の被災者自らが、まず避難所へ情報連絡を行い名簿に登録する。

□　地域の被災者へのサポート

①　情報収集について
・　避難所に来られない在宅被災者の個別情報は、次の方法によって情報収集することになっているので、それをサポートする。
→　民生委員や自治会役員が代わりに記入する


②　情報提供について
・　避難所から在宅被災者への連絡事項は、次の方法によって伝達・提供することになっているので、それをサポートする。
→　屋外の「広報掲示板」への掲示
→　チラシなどの配布

③　食料・飲料水・物資などの配給について
・　避難所に受け取りに来られない地域の要配慮者などへの配給は、次の方法によって行うことになっているので、それをサポートする。
→　民生委員や自治会の役員に渡し、届けてもらう
→　ボランティアが入ってきたら、ボランティアに届けてもらう
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